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■プログラム概要 

本プログラムは、日常的に学生の指導・支援に関っている教職員を対象に、学生と関わる際の

留意点や方法について理解を深めていただくために実施するものです。 

前半では、学生の特性や場面に応じた対応のポイント、効果的な面談の方法、学生／保護者

への連絡方法、教職員の連携の方法について、事例を示しながら紹介します。知っていると学生

指導が楽になる、ちょっとしたコツを中心にお伝えします。また、愛媛大学における学生支援のシ

ステムを紹介し、教職員がどこまで生活指導に関ったらよいのか（何をして何をしないか）という点

について共に考えていきます。 

後半では、情報交換の時間をとり、指導経験から得られたコツや普段から工夫されていること、

あるいは対応に苦慮した事例等を共有します。 

 

 

■本プログラムの到達目標 

1. 学生と関わる際の留意点や方法について理解を深める。 

2. 学生指導の工夫やヒントを参加者間で共有する。 

 

  

野本 ひさ 

（愛媛大学教育・学生支援機構学生支援センター副センター長・准教

授、愛媛大学大学院医学系研究科 看護学専攻・准教授） 

 

愛媛大学法文学部文学科卒業、同大学院農学研究科修士課程修

了、同大学院連合農学研究科博士課程修了（学術博士）。愛媛大学

大学院医学系研究科看護学専攻助手、講師を経て現職。平成 16 年

度より学生支援センター副センター長を兼任。 

 

学生との話し方・関わり方 


